
一
　
は
じ
め
に
　
―
頂
相
と
は
―

　

頂
相
と
は（
１
）、
禅
宗
に
お
け
る
祖
師
の
肖
像
画
の
こ
と
で
、
多
く
は
軸
装
さ
れ
て
い
る
。

　

頂
相
が
作
成
さ
れ
た
理
由
は
、
ま
ず
、
師
資
相
伝
・
伝
法
の
証
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
師
僧
は
弟
子
に
対
し
て
、
法
を
正
し
く
嗣
い

だ
こ
と
を
示
す
印
可
状
と
し
て
自
賛
の
頂
相
を
与
え
、
受
け
取
っ
た
弟
子
は
、
そ
れ
を
単
な
る
肖
像
画
で
は
な
く
師
そ
の
も
の
と
し
て

崇
め
、
常
に
師
と
共
に
生
き
る
と
い
う
心
の
拠
り
所
と
し
て
大
切
に
護
持
す
る
な
ど
、
頂
相
は
師
資
相
承
を
行
う
禅
宗
の
普
及
と
共
に

多
く
描
か
れ
た
。
生
前
に
描
か
れ
た
頂
相
を
寿
像
と
言
う
。
た
だ
、
今
日
で
は
嗣
法
に
伴
う
頂
相
授
受
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
葬
儀
や
年
忌
法
要
な
ど
の
仏
事
に
用
い
る
た
め
で
あ
る
。
諸
清
規
の
規
定
で
は
、
高
僧
の
葬
儀
（
尊
宿
喪
法
）
に
お
け
る
掛

真
仏
事
に
お
い
て
は
、
頂
相
を
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
開
山
の
忌
日
に
毎
年
行
わ
れ
る
開
山
忌
や
、
歴
住
の
年
忌
に
お

い
て
も
、
祖
師
の
頂
相
が
法
堂
に
掛
け
ら
れ
る
。
今
日
で
も
同
様
で
あ
る
。
像
主
の
没
後
に
作
成
さ
れ
た
頂
相
を
遺
像
と
言
う
。

　

本
師
の
生
前
中
は
嗣
法
の
証
し
と
し
て
護
持
し
、
本
師
が
示
寂
す
る
と
葬
儀
や
そ
の
後
に
続
く
諸
法
要
に
お
い
て
用
い
た
と
い
う
の

が
も
と
も
と
の
趣
旨
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
次
第
に
、
示
寂
し
た
像
主
を
追
慕
し
顕
彰
す
る
た
め
、
そ
し
て
法
要
で
用
い
る
た
め

道
元
禅
師
頂
相
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　

︱
︱ 

面
山
瑞
方
ゆ
か
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版
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に
示
寂
後
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
で
は
、
曹
洞
宗
の
機
関
誌
『
曹
洞
宗
報
』
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
一
月
号
よ
り
平
成

二
十
九
年
十
二
月
号
に
い
た
る
間
の
連
載
回
数
一
三
二
回
、
そ
の
表
紙
に
「
洞
門
の
祖
師
」
と
題
し
て
祖
師
方
の
頂
相
を
紹
介
さ
せ
て

頂
い
た（
２
）。

　

原
則
的
に
は
、
一
人
の
祖
師
に
つ
い
て
は
頂
相
一
幅
の
み
を
掲
載
し
た
。
た
だ
、
法
嗣
（
弟
子
）
の
数
も
多
い
よ
う
な
著
名
な
祖
師

に
な
る
と
、
木
版
画
な
ど
を
含
め
る
と
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
し
、
同
じ
よ
う
な
構
成
で
同
じ
よ
う
な
自
賛
が
付
さ
れ
た
頂
相
が
、
全

国
の
離
れ
た
別
々
の
寺
院
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
像
主
（
祖
師
）
と
頂
相
所
蔵
寺
院
と
の
関

係
や
、
著
賛
さ
れ
た
時
の
年
齢
等
を
勘
案
し
一
幅
の
み
を
選
定
し
た
。

　

特
に
数
多
く
現
存
し
て
い
る
の
は
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
。
以
下
「
道
元
」
と
略
称
）
の
頂
相
で
あ
る（
３
）。
そ
の
頂
相
は
、

同
一
人
物
を
描
い
た
も
の
な
の
で
、
全
て
別
々
の
図
柄
で
は
な
く
、
類
似
す
る
も
の
も
多
く
、
い
く
つ
か
の
共
通
点
を
持
つ
も
の
が
か

な
り
あ
る
。
ち
な
み
に
『
曹
洞
宗
報
』
の
表
紙
で
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
平
成
十
九
年
一
月
号
の
宝
慶
寺
（
福
井
県
大
野
市

宝
慶
寺
）
所
蔵
（
以
下
、
本
頂
相
そ
の
も
の
を
「
宝
慶
寺
頂
相
」、
こ
の
頂
相
に
類
似
し
た
頂
相
を
「
宝
慶
寺
型
」
と
呼
ぶ
）
と
、
平

成
三
十
年
十
二
月
号
の
大
本
山
永
平
寺
所
蔵
（
以
下
、
本
頂
相
そ
の
も
の
を
「
永
平
寺
頂
相
」、
こ
の
頂
相
に
類
似
し
た
頂
相
を
「
永

平
寺
型
」
と
呼
ぶ
）
の
二
幅
で
、
い
ず
れ
も
自
賛
頂
相
で
あ
る
。
現
在
、
全
国
の
宗
門
寺
院
に
残
さ
れ
て
い
る
道
元
の
頂
相
の
多
く
は
、

ど
ち
ら
か
の
系
統
に
分
類
で
き
る
と
い
う（
４
）。
こ
れ
ま
で
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
頂
相
を
閲
覧
す
る
と
、
顔

の
輪
郭
や
表
情
、
姿
全
体
の
構
図
を
見
る
と
、
宝
慶
寺
型
か
永
平
寺
型
の
派
生
形
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

　

本
論
で
は
宝
慶
寺
型
か
ら
展
開
し
た
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
ゆ
か
り
の
頂
相
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
な
お
、
本
稿
は

前
稿
「
道
元
禅
師
頂
相
の
展
開
︱
︱
面
山
瑞
方
著
賛
「
月
見
の
像
」
を
中
心
に
︱
︱
」（『
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
第
二
十
一
回
学
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術
大
会
紀
要
』
令
和
二
年
）
に
お
い
て
掲
載
で
き
な
か
っ
た
画
像
類
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
得
る
こ
と
が
で
き
た
画
像
等
を
補

足
し
な
が
ら
検
討
を
加
え
た
継
続
研
究
で
あ
る
。

二
　
道
元
禅
師
の
自
賛
頂
相
　
―
「
宝
慶
寺
型
」
と
「
永
平
寺
型
」
―

【図１　福井県宝慶寺所蔵　道元禅師頂相】

一
四
三



　

先
述
し
た
よ
う
に
、
道
元
の
主
な
自
賛
頂
相
に
は
宝
慶
寺
頂
相
と
永
平
寺
頂
相
の
二
本
が
存
す
る
。

　

こ
の
内
、
宝
慶
寺
頂
相
（
図
１
）
は
、
道
元
の
自
筆
の
自
賛
を
持
ち
、
福
井
県
指
定
文
化
財
で
あ
る
。
道
元
の
頂
相
と
い
え
ば
誰
し

も
が
思
い
浮
か
べ
る
ほ
ど
曹
洞
宗
で
は
も
っ
と
も
著
名
な
も
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
自
賛
は
『
永
平
広
録
』
巻
十
の
三
自
賛（
５
）で
あ
り
、
画
賛
と
識
語
も
含
め
て
原
文
を
上
段
、
書
き
下
し
を
下
段
に
示
せ
ば
次

の
よ
う
で
あ
る
。

気
宇
爽
清
山
老
秋
、
覷
天
井
驢
皓
月
浮
、
一
無
寄
一
不
収
、
任

騰
騰
粥
足
飯
足
、
活

正
尾
正
頭
、
天
上
天
下
、
雲
自
水
由
。

建
長
己
酉
月
円
日
、
越
前
吉
田
郡
吉
田
、
祥
山
永
平
寺
開
闢
沙

門
希
玄
白
賛

気
宇
爽
清
な
り
山
老
ゆ
る
の
秋
、
天
井
を
覷
る
に
（
驢
）
皓
月

浮
か
ぶ
、
一
も
寄
る
な
く
一
も
収
め
ず
、
任
騰
騰
と
し
て
粥
足

り
飯
足
り
、
活

と
し
て
正
尾
正
頭
、
天
上
天
下
、
雲
自
水

由
な
り
。
建
長
己
酉
月
円
日
、
越
前
吉
田
郡
吉
田
、
祥
山
永
平

寺
開
闢
沙
門
希
玄
白
賛

　

賛
語
に
続
く
識
語
に
「
建
長
己
酉
月
円
日
」（
建
長
元
年
〈
一
二
四
九
〉
八
月
十
五
日
）
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
月
見
の
像
」
や

「
観
月
像
」
と
呼
ば
れ
、
道
元
自
身
が
著
賛
し
た
現
存
最
古
の
頂
相
と
さ
れ
て
い
る（
６
）。

　

宝
慶
寺
頂
相
は
、
向
か
っ
て
右
側
を
向
い
て
曲
彔
に
坐
し
、
長
い
紐
と
環
の
つ
い
た
黒
袈
裟
を
搭
け
、
法
界
定
印
を
組
む
半
身
像
で

あ
る
。
黒
衣
の
襟
元
は
大
き
く
カ
ッ
ト
さ
れ
、
胸
元
は
広
く
開
い
て
い
る
。
顔
の
表
情
に
つ
い
て
は
、
輪
郭
は
頭
頂
が
盛
り
上
が
り
、

頬
骨
は
張
っ
て
い
る
が
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
丸
顔
で
、
お
と
が
い
が
や
や
上
が
り
、
肉
厚
の
唇
は
上
唇
よ
り
も
下
唇
が
大
き
く
突
き
出

し
て
い
る
。
二
重
ま
ぶ
た
の
両
目
は
下
が
り
目
だ
が
目
尻
が
少
し
上
に
は
ね
て
お
り
、
眉
毛
は
水
平
で
、
眉
尻
は
斜
め
で
あ
る
。
ま
た

耳
た
ぶ
は
下
に
大
き
く
垂
れ
た
い
わ
ゆ
る
福
耳
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
永
平
寺
頂
相（
７
）の
自
賛
は
『
永
平
広
録
』
巻
十
の
十
自
賛
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
賛
に
は
「
道
元
自
題
」
と
は
あ
る

が
、
筆
跡
に
つ
い
て
は
宝
慶
寺
頂
相
を
は
じ
め
と
す
る
道
元
の
真
筆
類
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
道
元
在
世
当
時
の
も
の
で
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は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
室
町
時
代
に
は
作
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
描
か
れ
た
表
情
は
宝
慶
寺
頂
相
（「
月

見
の
像
」）
に
似
て
お
り
幾
分
若
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
道
元
の
頂
相
と
し
て
は
宝
慶
寺
頂
相
に
次
い
で
著
名
で
あ
る
。

　

永
平
寺
頂
相
は
、
向
か
っ
て
右
側
を
見
て
、
黒
衣
に
斑
の
袈
裟
を
搭
け
、
右
手
に
払
子
を
持
っ
て
蕨
手
の
曲
彔
に
坐
禅
す
る
全
身
像

で
あ
る
。
顔
は
面
長
で
、
口
も
と
は
小
さ
く
、
紅
い
唇
は
上
下
と
も
同
じ
よ
う
な
大
き
さ
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
頂
相
に
は
い
く
つ
か
の
改
変
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
袈
裟
の
環
が
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
、
そ
の
痕
跡
は
は
っ
き
り
と
分
か
る
。

ま
た
、
自
賛
の
言
葉
に
つ
い
て
も
、
文
字
の
削
除
と
加
筆
が
あ
る
と
さ
れ
る（
８
）。
確
か
に
頂
相
を
よ
く
見
る
と
、
実
際
に
三
句
目
の
「
挙

是
」
に
続
い
て
「
○
為
非
」
の
加
筆
が
あ
り
、「
侍
真
」
の
下
に
は
一
文
字
分
だ
け
違
和
感
の
あ
る
空
間
が
あ
り
、
ま
る
で
元
々
記
さ

れ
て
い
た
「
矣
」
が
後
に
削
り
取
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
で
、『
永
平
広
録
』
十
自
賛
、
永
平
寺
所
蔵
頂
相
の
画
賛
の
現
状
と
、

卍
山
が
校
訂
し
て
出
版
し
た
卍
山
版
『
永
平
広
録
』
十
自
賛
を
三
段
に
対
照
す
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

『
永
平
広
録
』
十
自
賛

現
状
の
画
賛

卍
山
版
『
永
平
広
録
』

認
是
為
真
（
是
れ
を
認
め
て
真
と
為
ば
）

認
是
為
真

認
是
為
真

真
為
甚
是
（
真
甚
と
し
て
か
是
れ
な
る
）

真
為
甚
是

真
為
甚
是

挙
是
（
是
れ
を
挙
し
て
）

挙
是
〔
○
為
非
〕

挙
是
為
非
（
是
れ
を
挙
し
て
非
と
な
し
）

為
甚
待
真
矣
（
甚
と
し
て
か
真
を
待
た
ん
）

為
甚
待
真
（
矣
）

為
甚
待
真

恁
麼
見
得
（
恁
麼
に
見
得
す
れ
ば
）

恁
麼
見
得

恁
麼
見
得

掛
空
何
是
身
（
空
に
掛
く
る
も
何
ぞ
是
れ
身
な
ら
ん
）
掛
空
何
是
身

掛
空
何
是
身

牆
壁
未
全
心
（
牆
壁
未
だ
全
心
に
あ
ら
ず
）

牆
壁
未
全
心

牆
壁
未
全
心

道
元
自
題

道
元
自
題

道
元
自
題
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面
山
瑞
方
は
『
建
康
普
説
』「
第
六
永
祖
忌
掛
真
普
説（
９
）」
に
お
い
て
、本
頂
相
の
画
賛
に
対
し
て
「
初
め
四
言
四
句
、次
に
四
字
傍
句
、

後
に
五
言
二
句
、
太
だ
読
み
易
し
」
と
し
て
、
卍
山
の
校
訂
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
現
存
す
る
永
平
寺
頂
相
は
、
卍

山
・
面
山
の
指
摘
を
受
け
た
後
、
賛
語
に
つ
い
て
は
加
筆
と
削
除
が
行
わ
れ
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
時
期
は
不
明
だ
が
袈
裟
の
環
が
黒
く

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
と
い
う
、
作
成
時
の
原
画
に
い
く
つ
か
の
改
変
を
加
え
た
頂
相
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
永
平
寺
型
に
つ
い
て
は
木
版
頂
相
が
い
く
つ
か
現
存
し
て
い
る
。
基
本
形
は
十
自
賛
と
坐
像
の
組
み
合
わ
せ
で
あ

る
が
、
坐
像
は
木
版
で
あ
り
な
が
ら
賛
は
卍
山
道
白
の
肉
筆
で
あ
っ
た
り）
（1
（

、
同
じ
く
賛
が
面
山
瑞
方
の
肉
筆
で
あ
っ
た
り）
（（
（

、
更
に
は
永

平
寺
型
の
坐
像
に
前
述
し
た
宝
慶
寺
頂
相
の
三
自
賛
（
木
版
）
を
付
し
て
摺
刷
し
た
も
の
ま
で
存
在
し
て
い
る）
（1
（

。
画
賛
と
坐
像
の
版
木

は
別
々
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
十
自
賛
を
持
つ
永
平
寺
型
の
茨
城
県
結
城
市
結
城
の
安
穏
寺
所
蔵
の
頂
相
を
紹
介

す
る
。
賛
は
、「
認
是
為
真
、
真
為
甚
是
、
挙
是
為
甚
待
真
矣
。
恁
麼
見
得
、
掛
空
何
是
身
、
牆
壁
未
全
心
。
道
元
自
題
」
と
、『
永
平

広
録
』
と
同
文
で
あ
る
か
ら
、
卍
山
の
修
正
や
面
山
の
指
摘
を
受
け
る
以
前
に
板
刻
さ
れ
た
版
木
か
ら
摺
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【図２　茨城県安穏寺所蔵　
道元禅師頂相】 一
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以
上
、
宝
慶
寺
型
と
永
平
寺
型
の
二
種
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
現
存
す
る
道
元
の
頂
相
は
、
こ
の
二
種
の
い
ず
れ
か
に
類
似
し
て
お

り
、
そ
の
派
生
形
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
總
持
寺
祖
院
に
は
『
永
平
広
録
』
六
自
賛）
（1
（

を
持
つ
頂
相
が
存
す
る
。
こ
ち
ら
の
像
容
は
、
向
か
っ
て
右
側
を
見
て
、
黒
衣
に

環
の
あ
る
斑
の
袈
裟
を
搭
け
、
右
手
に
払
子
を
持
っ
て
蕨
手
の
曲
彔
に
坐
禅
す
る
全
身
像
で
あ
る
。
顔
立
ち
は
永
平
寺
頂
相
に
似
て
お

り
、
口
も
と
の
紅
い
唇
は
上
下
と
も
同
じ
よ
う
な
大
き
さ
で
、
切
れ
長
の
目
線
は
や
や
上
を
見
て
い
る
。
自
賛
は
「
喫
来
太
白
老
拳
頭
、

突
出
眼
睛
看
斗
牛
、
自
被
自
瞞
無
覓
処
、
老
婆
為
汝
尚
油
油
。
道
元
自
賛
（
喫
し
来
た
る
太
白
の
老
拳
頭
、
眼
睛
を
突
出
し
て
斗
牛
を

看
る
、
自
ら
自
瞞
を
被
っ
て
覓
む
る
に
処
な
し
、
老
婆
汝
の
為
め
に
尚
お
油
油
。
道
元
自
賛
）」
で
、
道
元
の
筆
跡
と
は
異
な
る
の
で
、

原
本
を
い
つ
頃
か
は
不
明
だ
が
書
写
し
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
像
容
は
、
永
平
寺
頂
相
に
極
め
て
類
似
す
る
永
平
寺
型
で

あ
る
。
本
論
で
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
道
元
が
著
賛
し
た
原
本
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
宝
慶
寺
型
の
展
開
　
―
―
面
山
瑞
方
に
よ
る
作
成
例
―
―

　

宝
慶
寺
頂
相
の
特
徴
を
ほ
ぼ
正
確
に
写
し
て
い
る
の
が
、
面
山
瑞
方
が
著
賛
し
た
月
見
の
像
で
あ
る
（
以
下
「
面
山
型
」
と
す
る
）。

　

ち
な
み
に
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
は
、
肥
後
に
生
ま
れ
て
出
家
、
江
戸
で
卍
山
道
白
（
一
六
三
六
～
一
七
一
五
）、
損

翁
宗
益
（
一
六
四
九
～
一
七
〇
五
）、徳
翁
良
高
（
一
六
四
九
～
一
七
〇
九
）
ら
の
教
え
を
受
け
、後
に
損
翁
に
従
っ
て
仙
台
に
お
も
む
き
、

そ
の
印
可
を
受
け
、
後
に
諸
方
に
招
か
れ
て
講
席
を
開
き
、
建
仁
寺
西
来
庵
で
示
寂
し
た
江
戸
時
代
の
宗
学
者
で
あ
る
。『
正
法
眼
蔵
』

の
註
釈
書
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
を
は
じ
め
多
数
の
書
籍
を
著
述
し
て
お
り
、卍
山
等
と
と
も
に
曹
洞
宗
の
中
興
と
仰
が
れ
て
い
る
。

　

面
山
の
生
涯
の
言
葉
を
集
録
し
て
集
大
成
し
た
『
面
山
広
録）
（1
（

』
の
巻
十
六
「
永
平
高
祖
」
や
『
面
山
逸
録）
（1
（

』
の
巻
二
「
永
祖
賛
」
に

は
、
道
元
の
頂
相
に
面
山
が
揮
毫
し
た
賛
語
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
収
録
さ
れ
て
い
る
（
お
よ
そ
五
六
〇
程
度
）。
面
山
に
関
わ
る
現

一
四
七



存
す
る
頂
相
は
宝
慶
寺
型
の
み
で
は
な
い
が）
（1
（

、
道
元
の
示
寂
後
凡
そ
四
百
五
十
年
を
経
て
、
賛
語
の
数
だ
け
数
多
く
の
頂
相
が
面
山
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

面
山
型
で
、
現
時
点
で
所
在
を
確
認
で
き
る
の
は
五
点
で
、
著
賛
さ
れ
た
年
代
順
に
並
べ
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。
ち
な
み
に
、

面
山
型
は
面
山
が
模
写
し
て
著
賛
し
た
頂
相
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

い
く
つ
か
例
示
す
れ
ば
『
曹
洞
宗
文
化
財
目
録
解
題
集
八
』
に
収
録
さ
れ
た
妙
昌
寺
資
料
の
〈
絵
画
〉
11
道
元
禅
師
頂
相
（
次
頁
の

①
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
解
題
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

 　

福
井
県
大
野
市
の
宝
慶
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
道
元
禅
師
画
像
（
月
見
の
像
）
を
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
が
模
写
し
、

画
面
の
上
部
に
賛
を
揮
毫
し
た
も
の
。
賛
に
は
「
丙
辰
之
秋
」
の
年
号
表
記
が
あ
り
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
の
作
と
推
定
さ
れ

る
。
面
山
自
筆
の
賛
と
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
作
品
は
貴
重
（
六
七
九
頁
）。

　

ま
た
、
面
山
瑞
方
ゆ
か
り
の
遺
品
を
多
数
収
録
す
る
『
永
福
面
山
禅
師
宝
物
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
面
山
型
頂
相
（
次
々
頁
の
②
）
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
解
題
が
あ
る
。

　
　

18　

道
元
禅
師
頂
相
賛

　

 　

面
山
禅
師
ご
自
身
の
筆
に
な
る
道
元
禅
師
の
頂
相
と
賛
。
画
は
宝
慶
寺
蔵
の
い
わ
ゆ
る
月
見
御
影
に
模
し
て
画
い
た
も
の
で
、
次

項
以
下
二
点
の
資
料
と
類
似
す
る
。
こ
の
賛
は
『
面
山
逸
録
』
巻
二
「
永
祖
賛
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
に
見
え
る
識
語

を
欠
い
て
い
る
（
一
五
七
頁
、
以
下
略
）。

一
四
八



　

右
記
の
傍
線
部
を
見
る
と
、
や
は
り
面
山
が
模
写
し
て
著
賛
し
た
も
の
と
解
題
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
が
面
山
型
に
対
す
る
近

来
の
評
価
と
思
わ
れ
る
。
次
項
以
降
一
つ
一
つ
の
確
認
を
行
な
う
。

①
　
愛
知
県
妙
昌
寺
所
蔵
（
一
七
三
六
年
作
成）
（1
（

）

　

画
賛
と
識
語
の
原
文
を
上
段
に
、
書
き
下
し
を
下
段
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

妙
唱
不
千
舌
、
巌
泉
昼
夜
宣
、
乃
翁
真
説
法
、

音
激
半
千
年
。

丙
辰
之
秋
、
遠
孫
方
杜
多
拝
題

妙
唱
、
千
舌
に
あ
ら
ざ
る
も
、
巌
泉
は
昼
夜
に
宣
す
。
乃
翁
の
真
説
法
、

音
激
な
る
こ
と
半
千
年
。

丙
辰
之
秋
、
遠
孫
方
杜
多
拝
題

　

識
語
を
見
れ
ば
丙
辰
（
元
文
元
年
〈
一
七
三
六
〉）
に
作
成
さ
れ
た
頂
相
で
あ
る
。
軸
裏
に
「
宝
慶
寺
什
物
、
宗
祖
自
画
自
賛
、
若

狭
空
印
寺
□
祖
面
山
拝
写
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宝
慶
寺
に
収
蔵
さ
れ
た
道
元
の
自
画
自
賛
の
頂
相
（
宝
慶
寺
頂
相
）
を
空
印

寺
（
福
井
県
小
浜
市
小
浜
）
十
四
世
の
面
山
が
書
写
し
て
作
成
し
た
頂
相
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

【図３　愛知県妙昌寺所蔵　
道元禅師頂相】

一
四
九



②
　
愛
知
県
東
漸
寺
所
蔵
（
一
七
三
七
年
作
成）
（1
（

）

　

画
賛
と
識
語
の
原
文）
（1
（

を
上
段
に
、
書
き
下
し
を
下
段
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

吉
祥
山
上
吉
祥
人
、
写
出
本
来
面
目
新
、

唯
願
遠
孫
蒙
法
力
、
正
伝
三
昧
再
回
春
。

丁
巳
之
夏
、
遠
孫
若
渓
方
杜
多
拝
画
并
賛

吉
祥
山
上
吉
祥
の
人
、
写
出
し
て
本
来
面
目
新
な
り
、

唯
だ
願
は
く
は
、
遠
孫
法
力
を
蒙
っ
て
、
正
伝
の
三
昧
再
び
春
回
ら
ん
。

丁
巳
之
夏
、
遠
孫
若
渓
方
杜
多
拝
画
并
び
に
賛

　

識
語
に
よ
れ
ば
丁
巳
（
元
文
二
年
〈
一
七
三
七
〉）
に
作
成
さ
れ
た
頂
相
で
あ
る
。
こ
の
年
、
東
漸
寺
（
愛
知
県
豊
川
市
伊
奈
町
）

十
六
世
瑛
石
覚
仙
（
一
六
六
六
～
一
七
五
〇
）
は
空
印
寺
で
の
助
化
師
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
折
に
面
山
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る）

11
（

。

③
　
石
川
県
總
持
寺
祖
院
所
蔵
（
一
七
四
四
年
作
成）

1（
（

）

【図４　石川県總持寺祖院所蔵
道元禅師頂相】

一
五
〇



　

画
賛
と
識
語
の
原
文）
11
（

を
上
段
に
、
書
き
下
し
を
下
段
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

日
本
仏
嫡
、
肩
荷
竺
支
。
今
晨
降
誕
、
吉
祥
祖
師
。
平
満
之
祖

如
字
之
卍
、
亜
堅
之
眼
似
点
之
伊
。
道
力
強
兮
六
牙
白
象
、
法

威
熾
兮
一
吼
金
獅
。
証
上
有
修
修
上
証
、
梅
花
開
雪
玉
聯
枝
。

寛
保
甲
子
年
正
月
二
日
、
遠
孫
瑞
方
拝
画
題

日
本
の
仏
嫡
、肩
に
竺
支
を
荷
う
。
今
晨
降
誕
す
、吉
祥
の
祖
師
。

平
満
の
祖
字
の
卍
の
如
く
、
亜
堅
の
眼
点
の
伊
に
似
た
り
。
道

力
強
し
、
六
牙
の
白
象
、
法
威
熾
な
り
一
吼
の
金
獅
。
証
上
修

有
り
修
上
の
証
、
梅
花
雪
に
開
い
て
玉
枝
に
聯
な
る
。

寛
保
甲
子
年
正
月
二
日
、
遠
孫
瑞
方
拝
画
題

　

識
語
に
よ
れ
ば
、
寛
保
甲
子
（
四
）
年
（
一
七
四
四
）
正
月
二
日
、
高
祖
降
誕
会
（
道
元
生
誕
の
法
要
）
時
に
著
賛
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
本
画
像
も
面
山
型
で
は
あ
る
が
、
他
の
四
点
と
比
較
す
る
と
頬
骨
の
張
り
や
頭
頂
の
盛
り
上
が
り
が
少
く
、
彫
り
の

浅
い
顔
立
ち
と
な
っ
て
い
る
。

④
　
栃
木
県
長
林
寺
所
蔵
（
一
七
四
四
年
作
成）

11
（

）

【図５　栃木県長林寺所蔵　
道元禅師頂相】

一
五
一



　

画
賛
と
識
語
の
原
文）
11
（

を
上
段
に
、
書
き
下
し
を
下
段
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

鼻
直
眼
横
、
通
身
光
明
。
顕
赫
乎
仏
祖
玄
要
、
開
道

乎
人
天
夷
庚
。
竺
支
桑
之
禅
教
専
補
闕
、
去
来
今
之

修
証
如
奉
盈
。
仰
処
雖
高
水
涵
影
、越
山
千
丈
月
華
清
。

延
享
甲
子
孟
冬
十
三
日
、
遠
孫
若
州
無
量
寿
山
頭
陀
、

面
山
瑞
方
拝
画
并
賛

鼻
直
眼
横
、
通
身
の
光
明
、
仏
祖
の
玄
要
を
顕
赫
し
て
、
人
天
の
夷
庚
を
開

道
す
。
竺
支
桑
の
禅
教
、
専
ら
闕
を
補
い
、
去
来
今
の
修
証
、
奉
盈
る
を
奉

ぐ
る
が
如
く
す
。
仰
処
、
高
し
と
雖
も
水
影
を
涵
し
、
越
山
、
千
丈
の
月
華

清
し
。

延
享
甲
子
孟
冬
十
三
日
、
遠
孫
若
州
無
量
寿
山
頭
陀
、
面
山
瑞
方
拝
画
并
賛

　

識
語
に
よ
れ
ば
、
延
享
甲
子
（
元
）
年
（
一
七
四
四
）
孟
冬
（
十
月
）
十
三
日
の
作
成
で
あ
る
。
軸
裏
に
は
「
高
祖
之
尊
像
、
面
山

筆
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
　
滋
賀
県
洞
寿
院
所
蔵
（
一
七
四
六
年
作
成）

11
（

）

　

画
賛
と
識
語
の
原
文）
11
（

を
上
段
に
、
書
き
下
し
を
下
段
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

【図６　滋賀県洞壽院所蔵
　道元禅師頂相】

一
五
二



鼻
筒
清
蓼
蓼
、
眼
孔
明
歴
歴
、
当
仁
也
円
頓
半
満
、
八
万
余

蔵
之
住
持
、
抜
群
也
西
天
東
地
、
五
十
一
代
之
法
嫡
、
門
庭

施
設
兮
月
白
風
高
、
家
常
澹
泊
兮
山
青
水
碧
。

丙
寅
七
月
二
十
八
日

遠
孫
若
之
無
量
寿
山
沙
門
面
山
瑞
方
拝
画
并
賛

鼻
筒
清
蓼
蓼
、
眼
孔
明
歴
歴
、
仁
に
当
る
や
円
頓
半
満
、
八
万
余
蔵

の
住
持
、
群
を
抜
く
や
西
天
東
地
、
五
十
一
代
の
法
嫡
、
門
庭
の
施
設
、

月
白
く
風
高
し
、
家
常
の
澹
泊
、
山
青
く
水
碧
な
り
。

丙
寅
七
月
二
十
八
日

遠
孫
若
之
無
量
寿
山
沙
門
面
山
瑞
方
拝
画
并
び
に
賛

　

識
語
に
「
丙
寅
七
月
二
十
八
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、延
享
丙
寅
（
三
）

年
（
一
七
四
六
）
七
月
二
十
八
日
に
著
賛
さ
れ
た
も
の
だ
と
分
か
る
。

　

上
記
①
か
ら
⑤
ま
で
、
五
点
の
面
山
型
の
頂
相
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら

五
点
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
解
題
類）

11
（

を
見
る
と
、
共
通
す
る
の
は
面
山

が
宝
慶
寺
頂
相
（「
月
見
の
像
」）
を
模
写
し
て
描
き
、
画
面
の
上
部
に
面

山
が
賛
を
揮
毫
し
た
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
面
山
自
ら
も
識
語
に
は
「
拝

画
并
に
賛
」
も
し
く
は
「
拝
題
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
記

五
点
は
、
面
山
が
描
い
て
著
賛
し
た
頂
相
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

実
際
に
、こ
れ
ら
五
点
を
比
較
す
る
と
画
像
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

画
賛
の
署
名
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
明
ら
か
に
同
一
人
物
（
面
山
）
が
関

わ
っ
た
作
例
だ
と
分
か
る
。
顔
立
ち
だ
け
を
見
れ
ば
、
③
は
若
干
輪
郭
が

異
な
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
同
系
統
で
あ
り
、
③
以
外
の
四
点
は
全
く
同

じ
画
像
と
言
っ
て
い
い
程
で
あ
る
。
図
７
は
、
右
か
ら
③
總
持
寺
祖
院
、

【図７　宝慶寺・洞壽院・總持寺祖院　道元禅師頂相の比較】
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⑤
洞
壽
院
、
そ
し
て
宝
慶
寺
頂
相
（「
月
見
の
像
」）
を
横
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
よ
く
似
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
宝
慶
寺
頂
相
と
「
面
山
型
」（
⑤
洞
壽
院
）
に
つ
い
て
特
に
面
貌
の
み
を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
が
図
８
で
あ
る
。

　

上
段
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
近
づ
け
重
ね
は
じ
め
て
い
く
と
、
下
段
の
よ
う
に
つ
い
に
は
重
な
り
合
っ
て
し
ま
う
。
輪
郭
を
は
じ
め
、

二
重
ま
ぶ
た
の
両
目
の
傾
き
具
合
、
耳
た
ぶ
や
耳
孔
な
ど
耳
介
の
描
写
、
鼻
筋
や
小
鼻
の
角
度
、
口
角
の
し
わ
、
特
徴
の
あ
る
上
下
の

唇
は
、
ぴ
っ
た
り
と
合
致
す
る
。
黒
衣
や
黒
袈
裟
に
つ
い
て
は
環
や
紐
は
酷
似
し
て
い
る
が
、
し
か
し
紙
面
に
収
め
る
必
要
性
か
ら
だ

ろ
う
か
、
面
山
型
の
法
服
は
縦
方
向
に
全
体
的
に
少
し
圧
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

面
山
型
が
原
本
と
全
く
違
う
の
は
眉
毛
で
あ
る
。
原
本
は
水
平
で
細
い
が
、
面
山
型
は
し
ず
く
型
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
。
ま
た
細

か
い
彩
色
の
相
違
点
と
し
て
、
面
山
型
の
両
目
の
目
尻
と
目
頭
に
は
朱
が
差
し
て
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
面
山
に
は
そ
の
よ
う
に
見
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
れ
は
全
体
的
に
見
れ
ば
些
細
な
違
い
で
あ
る
。

　

共
通
点
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
よ
く
目
立
つ
眉
毛
の
形
が
大
き
く
違
う
と
、
原
本
と
面
山
型
の
道
元
は
ど
こ
と
な
く
別
人
の
よ

【図８　宝慶寺頂相・面山型　
道元禅師頂相の類似性】
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う
な
印
象
さ
え
受
け
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
じ
っ
く
り
と
比
較
す
る
と
、
や
は
り
二
つ
は
ほ
ぼ
合
同
で
あ
る
。
宝
慶
寺
頂
相
の
原
本
と

面
山
型
の
現
物
二
種
を
並
べ
た
こ
と
は
な
い
が
、
も
し
も
面
山
型
の
大
き
さ
が
原
寸
大
で
あ
れ
ば
、
面
山
が
原
本
に
薄
紙
を
重
ね
て
透

写
（
ト
レ
ー
ス
）
し
た
と
い
う
可
能
性
も
で
て
く
る
。

四
　
面
山
瑞
方
に
よ
る
透
写
と
版
木
の
存
在

　
『
面
山
広
録
』
巻
二
十
六
に
収
録
さ
れ
た
面
山
の
年
譜
を
見
て
み
た
い）
11
（

。

　
（
正（

一
七
一
四
）

徳
四
年
）

　
　

 　

七
月
赴
加
州
。
九
月
至
總
持
、
値
峨
山
禅
師
三
百
五
十
年
法
会
。
此
冬
在
大
乗
勤
祖
堂
侍
真
。

　

正（
一
七
一
五
）

徳
五
年
乙
未

　
　

 　

師
三
十
三
歳
。
二
月
出
加
州
、
登
永
平
、
到
傘
松
峰
、
見
血
脈
池
。
又
登
宝
慶
寺
、
拝
永
祖
自
賛
画
像
。
主
人
龍
堂
力
生
寵
待

太
渥
、
留
宿
五
日
。
約
再
訪
、
三
月
還
鷹
峰
。

　

右
は
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
秋
以
降
の
記
事
で
あ
り
、
面
山
三
十
二
～
三
十
三
歳
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
の
年
、
總
持
寺
二
祖
峨

山
韶
碩
（
一
三
六
五
も
し
く
は
一
三
六
六
年
示
寂
）
の
三
百
五
十
回
大
遠
忌
に
相
当
し
た
の
で
随
喜
し
、
そ
の
後
は
大
乗
寺
の
侍
真
を

勤
め
た
と
い
う
。
翌
（
一
七
一
五
）
年
二
月
に
は
、
永
平
寺
に
続
い
て
、
そ
し
て
宝
慶
寺
に
拝
登
し
た
と
す
る
。
こ
の
時
、
面
山
は
当

時
の
宝
慶
寺
三
十
世
龍
堂
即
門
（
一
七
二
一
寂）
11
（

）
か
ら
の
寵
遇
を
受
け
、
永
祖
自
賛
画
像
（「
月
見
の
像
」
で
あ
ろ
う
）
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
。
そ
こ
で
五
日
間
留
ま
っ
て
、
再
び
訪
れ
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
三
月
に
は
源
光
庵
（
京
都
市
北
区
鷹
峯
）
に
帰
寺

一
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し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

面
山
は
宝
慶
寺
に
五
日
間
留
ま
っ
て
月
見
の
像
を
拝
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
画
像
を
透
写
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
面
山
型

の
作
例
で
最
も
早
い
の
は
①
妙
昌
寺
蔵
（
一
七
三
六
年
著
賛
）
で
あ
る
か
ら
、
宝
慶
寺
の
拝
登
後
二
十
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
る
。
年
代

的
に
見
て
も
、
透
写
画
を
も
と
に
作
成
し
た
と
考
え
て
も
差
し
支
え
は
な
い
。

　

透
写
画
を
も
と
に
作
成
し
た
と
し
て
も
、
現
存
す
る
面
山
型
①
～
⑤
と
あ
ま
り
に
よ
く
似
て
い
る
。
当
初
、
面
山
が
透
写
画
の
一
枚

を
原
本
と
し
て
、
そ
れ
を
さ
ら
に
透
写
し
て
複
製
し
、
沢
山
の
頂
相
を
作
成
し
た
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
実
は
面
山
型
の
版
木
が

現
存
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
大
久
保
道
舟
『
道
元
禅
師
伝
の
研
究
』
を
引
用
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

 　

な
お
最
後
に
特
に
附
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
版
画
の
原
版
の
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
秋
田
市
萬
雄
寺
に
蔵
す

る
も
の
で
、
係
賛
は
な
い
が
、
幅
本
仕
立
に
で
き
る
程
度
の
大
さ
の
素
像
が
彫
刻
さ
れ
て
い
る
（
縦
六
〇
・
八
、
横
二
九
・
五
、
厚
三
・

二
セ
ン
チ
）。
面
貌
姿
態
は
、
前
掲
寳
慶
寺
の
「
月
見
の
画
像
」
を
模
写
し
た
も
の
で
、
年
代
も
古
く
且
つ
芸
術
的
に
も
す
ぐ
れ
た

逸
品
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
禅
師
の
肖
像
版
画
の
原
版
の
伝
わ
っ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
珍
し
い
こ
と
で
、
特
に
越
前
の
辺
陬
寳
慶

寺
の
画
像
が
、
早
く
東
北
地
方
に
ま
で
知
ら
れ
、
版
画
に
仕
立
ら
れ
た
と
い
う
点
に
、
こ
の
原
版
の
史
的
価
値
は
高
い
と
い
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
今
こ
こ
に
掲
載
し
た
写
真
は
、去
る
昭
和
二
十
八
年
、禅
師
の
七
百
年
大
遠
忌
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
、故
伊
藤
高
順
氏
（
秋

田
県
長
谷
寺
住
職
）
が
、
勝
平
得
之
氏
を
煩
わ
し
て
摺
刷
頒
布
し
た
も
の
で
あ
る）
11
（

。

　

こ
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
版
木
を
所
蔵
し
て
い
る
の
は
萬ば

ん

雄の
う

寺じ

（
秋
田
市
楢
山
金
照
町
）
で
、「
月
見
の
像
」
を
模
写
し
た
も
の
で
賛

は
な
く
肖
像
部
分
の
み
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
、
大
坂
高
昭
『
秋
田
県
曹
洞
宗
寺
伝
大
要
』
に
紹
介
さ
れ
た
萬
雄
寺
の
寺
誌
に
は
次

一
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の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る）
1（
（

。

　
　

 　

一
方
、
こ
の
寺
の
歴
住
に
は
名
僧
も
多
く
、
特
に
十
二
世
唯
巌
殊
心
大
和
尚
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
泰
斗
・
面
山
瑞（
マ
マ
）
芳
禅
師
に
つ

い
て
参
学
し
、
高
祖
道
元
禅
師
の
ご
真
筆
を
賜
っ
た
名
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
〔
寺
宝
・
文
化
財
〕

　
　

○
涅
槃
図
…
説
明
文
は
省
略

　
　

○
道
元
禅
師 

肖
像
木
版
…
道
元
禅
師
「
月
見
の
図
」
と
し
て
知
ら
れ
る
肖
像
と
同
じ
版
木
。
由
来
、
経
路
不
明
で
あ
り
今
後
の
究

明
が
待
た
れ
る
貴
重
な
版
木
。

　
　

○
九
頭
竜
水
墨
画
…
説
明
文
は
省
略

　

傍
線
部
の
よ
う
に
、
萬
雄
寺
に
は
「
道
元
禅
師
肖
像
木
版
」（「
月
見
の
図
」
の
版
木
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な

お
同
寺
の
歴
代
住
持
に
は
名
僧
が
多
く
、
特
に
十
二
世
唯
巌
殊
心
は
面
山
の
も
と
で
参
学
し
、
道
元
の
真
筆
を
賜
っ
た
と
い
う
伝
承
が

あ
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
唯
巌
殊
心
に
つ
い
て
は
、『
大
系
譜
』
中
に
そ
の
名
は
見
え
ず
、
残
念
な
が
ら
面
山
の
法
嗣
達
の
中
に
も
類

似
し
た
僧
名
は
存
在
せ
ず
、
生
没
年
を
は
じ
め
詳
細
な
伝
記
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
面
山
に
参
学
し
真
筆）
11
（

を
賜
っ
た
ほ
ど
の
名
僧

で
あ
る
の
で
、
宝
慶
寺
型
の
版
木
の
伝
授
が
な
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

　

恐
ら
く
、
面
山
は
宝
慶
寺
に
拝
登
し
て
透
写
し
、
帰
寺
し
た
後
で
折
を
見
て
、
透
写
し
た
図
を
原
本
と
し
て
版
木
を
板
刻
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
面
山
型
①
～
⑤
の
原
寸
は
確
認
で
き
な
い
が
、
版
木
の
大
き
さ
は
縦
約
六
十
㎝
、
横
約
三
十
㎝
で
あ
っ
た
の
で）
11
（

、
軸
装
の

画
像
部
分
と
ほ
ぼ
同
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
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そ
の
後
、
萬
雄
寺
に
拝
登
し
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ）
11
（

、『
秋
田
県
曹
洞
宗
寺
伝
大
要
』
に
紹
介
さ
れ
た
「
道
元
禅
師
肖
像
版
木
」
が

現
存
し
て
い
た
（
図
９
）。
採
寸
し
た
と
こ
ろ
『
道
元
禅
師
伝
の
研
究
』
に
記
載
さ
れ
た
版
木
に
相
違
な
い
。
ま
た
、
版
木
か
ら
摺
刷

し
軸
装
さ
れ
た
紙
本
で
無
彩
色
の
頂
相
も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
（
図
10
）。
頂
相
の
軸
裏
に
「
七
百
年
忌
、
永
平
道
元
古
仏
画
像
、
萬
雄

寺
蔵
版
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、道
元
禅
師
七
百
回
大
遠
忌）
11
（

（
昭
和
二
十
七
年
〈
一
九
五
二
〉）
に
合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
分
か
る
。

恐
ら
く
は
、
遠
忌
に
際
し
て
萬
雄
寺
ゆ
か
り
の
人
々
に
頒
布
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
秋
田
県
曹
洞
宗
寺
伝
大
要
』
に
は
先
述
の
よ
う
に
、
版
木
の
「
経
路
不
明
で
あ
り
今
後
の
究
明
が
待
た
れ
る
」
と
い
う
問
題
提
起

【図９　秋田県萬雄寺所蔵
　道元禅師肖像版木
（下段は左右反転の画像）】

【図10　秋田県萬雄寺所蔵
　道元禅師頂相】

一
五
八



が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
次
の
よ
う
に
推
測
し
た
い
。

　

面
山
は
、
正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
の
春
、
宝
慶
寺
に
拝
登
し
た
際
に
「
月
見
の
像
」
を
透
写
し
、
帰
寺）
11
（

し
て
そ
の
画
像
を
元
に
版

木
を
板
刻
し
た
。
そ
の
版
木
か
ら
は
沢
山
の
面
山
型
頂
相
が
摺
刷
さ
れ
、
画
像
の
上
段
に
は
面
山
に
よ
っ
て
賛
語
が
揮
毫
さ
れ
た
。
版

木
に
つ
い
て
は
、
面
山
よ
り
門
人
の
唯
巌
殊
心
に
譲
り
渡
さ
れ
、
唯
巌
の
住
職
地
で
あ
る
萬
雄
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
が
現
存
す
る
版
木
の
経
路
で
あ
る
。

　

萬
雄
寺
所
蔵
頂
相
（
図
10
）
は
七
百
回
遠
忌
時
に
作
成
さ
れ
た
凡
そ
七
十
年
前
の
も
の
で
あ
る
。
画
像
は
、面
山
在
世
中
の
も
の
（
面

山
型
①
～
⑤
）
と
全
く
同
じ
で
あ
る
た
め
新
旧
の
時
代
の
隔
た
り
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
両
者
の
間
に
は
二
百
年
以
上
の
歳
月
が

流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
版
木
を
用
い
て
摺
刷
が
行
わ
れ
れ
ば
、
面
山
在
世
当
時
と
同
じ
頂
相
を
複
製
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

五
　
お
わ
り
に

　

本
論
で
は
「
道
元
禅
師
頂
相
」
の
中
で
も
宝
慶
寺
型
の
派
生
形
で
あ
る
面
山
型
五
種
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
道
元
の
示

寂
後
四
百
五
十
年
以
上
を
経
て
、面
山
が
宝
慶
寺
頂
相
「
月
見
の
像
」
を
透
写
し
て
板
刻
し
作
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

検
討
し
た
面
山
型
五
種
（
特
に
①
②
④
⑤
）
は
、
面
山
が
一
枚
一
枚
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
面
山
が
作
成
し
た
版
木
か
ら
摺
刷
し
て

着
色
し
、
上
部
に
面
山
が
著
賛
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

頂
相
の
原
本
に
つ
い
て
は
、
派
頭
の
所
蔵
寺
院
に
拝
登
し
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
嗣
法
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
れ
ば

人
目
に
付
か
ず
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
写
し
た
複
製
物
は
閲
覧
困
難
な
地
域
の
宗
侶
や
人
々
に
対
し
て
、
祖

師
忌
等
を
通
し
て
、
親
し
く
祖
師
の
面
影
に
触
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
頂
相
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

一
五
九



　
『
面
山
広
録
』
や
『
面
山
逸
録
』
に
は
お
び
た
だ
し
い
数
の
「
道
元
禅
師
頂
相
」
に
書
か
れ
た
画
賛
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を

見
る
と
、
面
山
ゆ
か
り
の
頂
相
が
数
多
く
作
成
さ
れ
、
全
国
各
地
に
頒
布
さ
れ
展
開
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
面
山
型
を
通
し
て
各

地
域
の
宗
侶
達
や
檀
信
徒
達
に
道
元
の
面
影
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。

　

調
査
を
行
う
と
、
本
稿
で
考
察
し
た
道
元
の
事
例
以
外
に
も
、
後
代
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
や
木
版
画
の
頂
相
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
頂
相
原
本
が
重
宝
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
原
本
が
現
存
し
な
い
こ
と
も
多
く
、
木
版
な
ど
の
複
製
物
が
唯

一
無
二
の
頂
相
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
原
本
が
現
存
し
て
も
、
原
本
は
最
も
古
い
作
例
で
あ
る
た
め
破
損
も
多
く
、
一
部
が
欠

損
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
原
本
が
破
損
す
る
前
に
作
成
さ
れ
た
複
製
物
に
よ
っ
て
、
原
本
の
欠
損
部
分
を
補
完
で
き
る
場
合

も
あ
る
。
ま
た
改
変
が
加
え
ら
れ
た
場
合
も
、
改
変
前
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
木
版
等
の
複
製
さ
れ

た
頂
相
は
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

　

本
論
で
は
、
永
平
寺
型
の
頂
相
に
も
触
れ
た
が
、
原
本
や
そ
の
派
生
形
に
つ
い
て
詳
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
安
穏
寺
以
外

に
も
数
多
く
の
永
平
寺
型
木
版
頂
相
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
像
容
が
宝
慶
寺
頂
相
に
類
似
し
て
道
元
帰
朝
直
後
の
姿
を
描
い
た
と

さ
れ
る
日
蓮
宗
本
妙
寺
（
熊
本
市
西
区
花
園
）
所
蔵
の
頂
相）
11
（

が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宝
慶
寺
頂
相
（「
月
見
の
像
」）
と
比
較
す
る

と
幾
分
若
い
表
情
の
描
写
と
さ
れ
る
が
、
両
者
に
は
共
通
点
も
多
い
。
何
よ
り
二
つ
を
重
ね
合
わ
せ
て
見
る
と
道
元
の
面
貎
は
ぴ
っ
た

り
と
一
致
し
、
輪
郭
に
つ
い
て
は
全
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
總
持
寺
祖
院
が
所
蔵
す
る
『
永
平
広
録
』
六
自
賛
を
も
つ

頂
相
等
々
、
道
元
の
頂
相
は
多
数
存
在
し
て
い
る
。
今
後
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。

註（１ 

）
拙
稿
「
瑩
山
禅
師
の
自
賛
頂
相
︱
曹
洞
宗
に
お
け
る
頂
相
と
の
比
較
を
通
し
て
︱
」（『
仏
教
経
済
研
究
』
四
十
八
号
）
に
て
頂
相
作
成
の
理
由
、

一
六
〇



頂
相
の
特
徴
、
時
代
的
な
変
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

（
２ 

）
連
載
一
三
二
回
、一
二
九
名
の
祖
師
に
つ
い
て
は
「
洞
門
の
祖
師
（
表
紙
解
説
）
一
一
年
の
軌
跡
」（『
曹
洞
宗
報
』
平
成
二
十
九
年
十
二
月
号
）

に
お
い
て
紹
介
し
た
。

（
３ 
）『
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
目
録
解
題
集
』
全
八
巻
（
曹
洞
宗
宗
務
庁
、
以
下
『
解
題
集
』
と
省
略
し
て
巻
数
を
示
す
）
に
よ
れ
ば
、
両
祖
の
頂
相

は
道
元
禅
師
が
六
十
本
以
上
、
瑩
山
禅
師
も
十
数
本
程
度
確
認
で
き
る
。

（
４ 

）『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
別
巻
』「
道
元
禅
師
真
蹟
関
係
資
料
集
」（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
以
下
『
真
蹟
関
係
資
料
集
』
と
省
略
）

一
〇
〇
九
頁
に
よ
れ
ば
、
お
お
よ
そ
道
元
禅
師
の
画
像
は
、「
宝
慶
寺
月
見
像
系
」（
月
見
ノ
御
影
軸
系
）
と
「
永
平
寺
倚
座
像
系
」（
倚
座
ノ
御

影
軸
系
）
に
分
け
ら
れ
る
と
す
る
。

（
５
）『
道
元
禅
師
全
集
四
』（
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
）
二
四
八
頁
。

（
６ 

）『
曹
洞
宗
報
』
平
成
十
九
年
一
月
号
、
髙
橋
秀
榮
氏
解
説
参
照
。『
永
平
広
録
』
所
収
の
自
賛
と
頂
相
の
賛
は
文
字
が
異
な
っ
て
い
る
。
頂
相

の
賛
は
、「
気
宇
爽
清
山
老
秋
、
覷
天
井
（
驢
）
皓
月
浮
、
一
無
寄
六
不
収
、
任
騰
騰
粥
足
飯
足
、
活

正
尾
正
頭
、
天
上
天
下
、
雲
自
水
由
」

で
、「
驢
」
は
「
皓
」
の
右
に
小
字
で
添
え
て
あ
り
衍
字
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
一
不
収
」
は
「
六
不
収
」
で
あ
る
。

（
７
）『
道
元
禅
師
全
集
四
』
二
五
〇
頁
。

（
８
）『
曹
洞
宗
報
』
平
成
二
十
九
年
十
二
月
号
、
廣
瀨
良
弘
氏
解
説
参
照
。

（
９ 

）
廣
瀨
良
弘
「
永
平
寺
蔵
道
元
禅
師
頂
相
に
つ
い
て
」（『
傘
松
』
平
成
三
十
一
年
一
月
号
）
参
照
。『
建
康
普
説
』「
第
六
永
祖
忌
掛
真
普
説
」
は

『
続
曹
全
』「
語
録
二
」
五
一
一
頁
。

（
10 

）
京
都
源
光
庵
資
料
〈
絵
画
〉
17
「
道
元
禅
師
頂
相
」
は
永
平
寺
型
の
木
版
に
卍
山
道
白
の
賛
を
付
す
（『
曹
洞
宗
報
』
令
和
二
年
一
月
号
「
文

化
財
調
査
委
員
会
調
査
目
録
及
び
解
題
」）。

（
11
）『
永
福
面
山
禅
師
宝
物
集
』（
永
福
会
、
平
成
二
十
年
、
以
下
『
宝
物
集
』
と
省
略
）
一
五
六
頁
、
15
道
元
禅
師
頂
相
賛
。

（
12
）
大
久
保
道
舟
『
道
元
禅
師
伝
の
研
究
』（
昭
和
六
十
三
年
、
名
著
普
及
会
復
刊
）
三
九
七
～
四
〇
一
頁
。

（
13
）『
道
元
禅
師
全
集
四
』（
春
秋
社
、
一
九
八
八
年
）
二
五
〇
頁
。

（
14
）『
面
山
広
録
』（『
曹
全
』「
語
録
三
」、以
下
『
面
山
広
録
』
と
省
略
）
六
〇
三
～
八
頁
。「
永
平
高
祖
」
に
は
四
十
三
の
画
賛
を
収
録
し
て
い
る
。

（
15 

）『
面
山
逸
録
』（『
続
曹
全
』「
語
録
二
」、以
下
『
面
山
逸
録
』
と
省
略
）
五
五
一
～
七
一
頁
。
巻
二
全
体
で
四
十
三
紙
あ
る
中
の
第
五
紙
の
「
永

祖
賛
」
か
ら
第
三
十
八
紙
の
「
永
祖
翫
月
賛
」
に
い
た
る
三
十
四
紙
が
、
道
元
の
頂
相
に
対
す
る
画
賛
で
あ
る
。「
永
祖
賛
」
に
は
五
一
六
、「
永

祖
弾
虎
像
」
が
一
、「
永
祖
翫
月
像
」
が
二
の
計
五
一
九
の
画
賛
を
収
録
し
て
い
る
。

（
16 

）『
宝
物
集
』
一
五
六
～
一
五
八
頁
に
は
、
面
山
が
著
賛
し
た
六
点
（
15
～
20
道
元
禅
師
頂
相
賛
）
の
頂
相
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
宝

一
六
一



慶
寺
型
は
18
～
20
の
三
点
。他
の
三
点
は
別
系
統
で
、特
に
15
道
元
禅
師
頂
相
賛
は
永
平
寺
型
の
木
版
画
像
に
面
山
が
賛
を
付
し
た
軸
装
の
頂
相
。

（
17 

）『
解
題
集
八
』
六
七
九
頁
の
妙
昌
寺
資
料
〈
絵
画
〉
11
道
元
禅
師
頂
相
と
し
て
立
項
。
ち
な
み
に
『
面
山
広
録
』
や
『
面
山
逸
録
』
に
は
こ
の

画
賛
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
18
）『
真
蹟
関
係
資
料
集
』
一
〇
〇
七
頁
、
図
七
四
。『
宝
物
集
』
一
五
七
頁
、
18
道
元
禅
師
頂
相
。

（
19
）『
面
山
逸
録
』
五
六
三
頁
ｂ
。

（
20
）『
宝
物
集
』
解
題
一
五
七
頁
、
左
記
の
傍
線
部
よ
り
。

　
　

 　

面
山
禅
師
ご
自
身
の
筆
に
な
る
道
元
禅
師
の
頂
相
と
賛
。
画
は
宝
慶
寺
蔵
の
い
わ
ゆ
る
月
見
御
影
に
模
し
て
画
い
た
も
の
で
、
次
項
以
下
二

点
の
資
料
と
類
似
す
る
。
こ
の
賛
は
『
面
山
逸
録
』
巻
二
「
永
祖
賛
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
に
見
え
る
識
語
を
欠
い
て
い
る
。
賛

文
と
識
語
は
「
吉
祥
山
上
吉
祥
人
、
写
出
本
来
面
目
新
。
唯
願
遠
孫
蒙
法
力
、
正
伝
三
昧
再
回
春
。
丁
巳
之
夏　

遠
孫
若
渓
方
杜
多
拝
画
井
賛
」

と
あ
り
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）、
面
山
禅
師
五
十
五
歳
の
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
こ
の
年
、
東
漸
寺
の
瑛
石
覚
仙
（
一
六
六
六
～

一
七
五
〇
）
は
、
空
印
寺
結
制
に
お
い
て
助
化
師
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
そ
の
折
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
21
）『
解
題
集
七
』
の
總
持
寺
祖
院
資
料
〈
絵
画
〉
12
道
元
禅
師
頂
相
と
し
て
立
項
。『
宝
物
集
』
一
五
八
頁
19
道
元
禅
師
頂
相
。

（
22 

）『
面
山
広
録
』
六
〇
四
頁
ａ
。『
宝
物
集
』
一
五
八
頁
の
解
題
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、本
頂
相
の
来
歴
が
伺
え
る
。「
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）

に
、
高
祖
降
誕
会
に
因
ん
で
制
作
さ
れ
た
画
・
賛
で
、
と
も
に
面
山
禅
師
筆
。
賛
文
は
『
面
山
広
録
』
巻
十
六
に
収
録
さ
れ
る
。
こ
の
画
も
宝

慶
寺
蔵
の
月
見
御
影
に
模
し
た
も
の
。
昭
和
三
十
九
年
八
月
、
山
上
嘉
久
氏
よ
り
寄
進
さ
れ
た
旨
が
箱
書
き
に
み
え
る
。」

　
　

ち
な
み
に
、
現
在
の
高
祖
降
誕
会
は
一
月
二
十
六
日
（
陰
暦
で
は
一
月
二
日
）
に
修
行
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）『
解
題
集
六
』
長
林
寺
資
料
〈
絵
画
〉
８
道
元
禅
師
頂
相
と
し
て
立
項
。『
宝
物
集
』
一
五
八
頁
、
20
道
元
禅
師
頂
相
。

（
24 

）『
面
山
逸
録
』
二
（『
続
曹
全
』「
語
録
二
」）
五
七
〇
ａ
。
ち
な
み
に
『
宝
物
集
』
一
五
八
頁
解
題
で
は
、「
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）、
に
作

成
さ
れ
た
画
・
賛
で
、
画
・
賛
と
も
に
面
山
禅
師
筆
。
こ
の
画
も
宝
慶
寺
所
蔵
の
月
見
御
影
を
模
し
た
も
の
」
と
し
て
、
さ
ら
に
「
賛
は
『
面

山
逸
録
』
巻
二
「
与
鼎
牛
禅
人
」
の
一
部
と
一
致
す
る
が
本
資
料
に
見
ら
れ
る
識
語
を
欠
く
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
「
与
鼎
牛
禅
人
」

は
本
頂
相
と
は
別
の
賛
語
。

（
25 

）『
解
題
集
五
』
洞
寿
院
資
料
〈
絵
画
〉
20
道
元
禅
師
頂
相
と
し
て
立
項
。
解
題
中
に
「
面
山
瑞
方
画
・
賛
。
月
見
の
像
の
模
写
」
と
あ
り
、
や

は
り
面
山
の
模
写
と
す
る
。

（
26
）『
面
山
広
録
』
六
〇
五
頁
ａ
。

（
27
）『
解
題
集
』
や
『
宝
物
集
』
の
解
説
な
ど
。

（
28 

）『
曹
全
』「
語
録
三
」
八
二
五
頁
ａ
。
佐
藤
秀
孝
「
永
福
開
山
面
山
瑞
方
禅
師
年
譜
」（『
面
山
瑞
方
禅
師
二
百
二
十
回
小
遠
忌
紀
要
』
永
福
会
、

一
六
二



一
九
八
九
年
）
四
五
頁
ｂ
。

（
29
）
河
原
哲
郎
・
森
孝
嗣
『
修
行
の
寺
宝
慶
寺
』（
宝
慶
寺
、
一
九
八
七
年
）
一
四
頁
参
照
。

（
30 
）
大
久
保
道
舟
『
道
元
禅
師
伝
の
研
究
』（
昭
和
六
三
年
、
名
著
普
及
会
復
刊
）
四
〇
一
～
四
〇
三
頁
。
特
に
四
〇
二
頁
の
図
三
七
は
現
存
す
る

版
木
か
ら
の
摺
刷
し
た
版
画
。

（
31
）
大
坂
高
昭
『
秋
田
県
曹
洞
宗
寺
伝
大
要
』（
無
明
舍
、
一
九
九
六
年
）
七
六
～
七
七
頁
参
照
。

（
32 

）『
真
蹟
関
係
資
料
集
』
に
は
萬
雄
寺
所
蔵
の
真
蹟
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
の
真
筆
と
い
う
の
は
「
月
見
の
像
」
版
木
の
こ
と
か
も
し

れ
な
い
。

（
33
）
現
物
を
採
寸
し
た
際
は
、
縦
六
〇
・
三
セ
ン
チ
、
横
三
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
三
・
三
セ
ン
チ
。
大
久
保
道
舟
前
掲
書
四
〇
一
頁
と
ほ
ぼ
同
寸
。

（
34
）
令
和
二
年
二
月
十
四
日
、
萬
雄
寺
様
に
拝
登
し
、
ご
厚
意
に
よ
り
版
木
及
び
頂
相
を
拝
謁
し
写
真
撮
影
さ
せ
て
頂
い
た
。

（
35 

）
大
久
保
前
掲
書
に
は
昭
和
二
十
八
年
に
摺
刷
頒
布
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
七
百
回
大
遠
忌
（
昭
和
二
十
七
年
〈
一
九
五
二
〉）
に
合
わ
せ
て
印
刷

や
表
具
が
始
め
ら
れ
、
そ
の
翌
年
に
頒
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
36 

）
宝
慶
寺
か
ら
帰
寺
し
た
の
は
京
都
源
光
庵
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
曹
洞
宗
文
化
財
調
査
委
員
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
に
源
光
庵
お
い
て
文

化
財
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
源
光
庵
山
内
に
『
卍
山
広
録
』
版
木
が
保
管
さ
れ
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
数
の
多
さ
に
圧
倒

さ
れ
た
。
源
光
庵
等
で
は
版
木
の
作
成
や
保
管
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
37 

）
佐
藤
秀
孝
「
熊
本
市
本
妙
寺
所
蔵
『
道
元
禅
師
頂
相
』
︱
帰
国
当
初
に
描
か
れ
た
道
元
禅
師
の
姿
を
偲
ん
で
︱
」（『
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史

博
物
館
紀
要
二
』
二
〇
一
八
年
）
は
本
頂
相
に
関
す
る
詳
細
な
研
究
。

付
記

　

福
井
県
寶
慶
寺
様
、
茨
城
県
安
穏
寺
様
、
愛
知
県
妙
昌
寺
様
、
石
川
県
總
持
寺
祖
院
様
、
栃
木
県
長
林
寺
様
、
滋
賀
県
洞
壽
院
様
に
は
、
曹
洞
宗

文
化
財
調
査
委
員
会
の
撮
影
資
料
を
使
用
さ
せ
て
頂
く
に
あ
た
っ
て
資
料
掲
載
に
つ
い
て
の
ご
許
可
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田
県
萬
雄
寺
様
に

は
突
然
の
拝
登
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
く
版
木
及
び
頂
相
を
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
六
三


